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無宗教と言われることも多い日本の寛容な宗教理解はしばしば、理想の異文化理解と評価され

る。しかし実際、我々の多くは宗教という言葉に馴染みがない上、誤解や偏見を抱きやすい。無

知に甘えることを恥じ、宗教の存在を前提とした「宗教的情操教育」を義務教育において提供す

ることを提案する。
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第１章 そもそも宗教教育とは何か

≪コトバンクより引用≫

特定の宗派の信仰へ導く教育。または，宗教に対する理解を深め，宗教によって人格を形成しよ
うとする教育を意味することもある。

１，宗教教育の種類

宗教教育は、

①宗教の知識教育

②宗教的情操教育

③宗派教育

の３つに大別される。

我が国において宗教教育問題を議論する際、「宗教教育」といえば①の「宗教の知識教育」を

指す。

①宗教の知識教育、③宗派教育

知識および宗派の教育は、宗教の概念をはじめ各宗教の歴史や教えなどに関する「客観的な学

び」を指す。知識の習得を通して、宗教に対しての批判的視野を身につけることを目的とす

る。教師は、自分自身が信仰を持たなくとも、宗教に関する知識さえあれば教えることが可能

である。しかし宗派の教育に関しては、特定の宗教、宗派を支持してしまう可能性があるた

め、公立学校では禁止されている。
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②宗教的情操教育

宗教的情操教育とは、人智を超えた存在や宗教的真理に対する「主体的な信」の学びを指す。

宗教的信仰に伴う感情体系と理解されることが多い。これは特定の宗教には限定されず、「生

命の根源」といったような聖なるものに対する広い意味での宗教心の涵養を意味する。知識と

いう教育方法をとれないため、教師が言葉や実践を通して教え子に示すことが最良とされてい

る。いわば知識ではなく感性の習得である。

教育機関における宗教の立場は、憲法２０条の第３項（第２章３にて後述）に明記されてい

る。これについては、「特定の宗教に関して」という解釈がなされている。だが、宗教が国の

権力に多大な影響を及ぼしてきた中世の歴史を鑑みるに、特定の宗教によらない宗教的情操教

育は、国にとって非常に都合のいいものになる可能性がある。

２、宗教的情操の定義

明確な定義はない。一例として、「人間の価値を超えた神聖な価値を持つものへの畏敬の念

で、それに対し向き合っていくことによって、生き方や在り方について理性的・道徳的な視点

より物事を考えていこうとする心の状態」を意味するとされる。
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第2章 宗教教育と法

この章では法的観点から宗教教育について論じる。

１、政教分離

歴史的経験から鑑みると、国家権力と特定宗教とが癒着・融合している場合には、他の宗教の

信者や無宗教者の信教の自由が侵害されることが多い。

そこで、立憲民主主義のなかには政教分離すなわち国家の宗教的中立性を憲法原理とするもの

がある。

２、大日本帝国憲法下の政教分離

大日本帝国憲法下においても信教の自由は保障されていた

（「日本臣民ハ安寧秩序ヲ妨ケス及臣民タルノ義務ニ背カサル限ニ於テ信教ノ自由ヲ有ス」（2

8条））が

天皇制のイデオロギー基盤として神社神道の整備と国家的保護(国家神道)が図られた。

その際「神社は宗教にあらず」の考えのもと、神道は国民道徳的なものを併せ持ち仏教やキリ

スト教などとは本質的に異なるものとされ、信教の自由の保障とは無関係とされ特別な地位に

あった。

アジア太平洋戦争期には、児童生徒や植民地・占領地の人々に対して神社参拝が強制され、宗

教団体は治安維持法のもとで厳しい弾圧を受けた。

戦後、GHQは日本政府に対して、国家と神社神道との完全な分離、学校・役場などからの神棚

等の撤去といった措置などを指示した（神道指令）。この方針が、後の日本国憲法の政教分離

規定にも受け継がれている。

日本では、国家の宗教的中立性は、特に神社神道との関係で問題となってきた。
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３、宗教教育と日本国憲法

日本国憲法では日本国憲法第20条1項後段、3項ならびに第89条で政教分離の原則を規定してい

るとされている。

そして日本国憲法では宗教教育について以下のように規定している

「国及びその機関は、宗教教育その他いかなる宗教的活動もしてはならない。」（20条3項）

この「宗教教育」とは、特定宗教を布教宣伝する教育、および宗教一般の信仰を勧めたり、逆

に宗教の意義を否定し無宗教を勧めたりする教育を意味する。

しかし国公立大学で、宗教現象を対象とする宗教学の講義や演習を実施することは、この宗教

教育には含まれない。また私立学校が特定宗教の布教教育を行うことは信教の自由の一環から

禁止されていない(参照4章２、日本の私立学校の現状)

４、教育基本法と宗教教育

教育基本法では宗教教育について以下のように規定されている

「宗教に関する寛容な態度、宗教に関する一般的な教養及び宗教の社会生活における地位は、

教育上尊重されなければならない（15条一項）」

「国及び地方公共団体が設置する学校は、特定の宗教のための宗教教育その他宗教的活動をし

てはならない（15条二項）」

一項では、すべての教育を通じて、宗教教育が重んぜられることを前提として、その可能なる

最小限を示そうとするものである。

寛容な態度とは他宗教ないし他宗派をそれとして認めつつ、侮蔑、排斥をしないこと、ゆるし

いれることであり、更に反宗教者に対しても寛容な態度をとることである。

このような寛容な態度が行きわたってはじめて真の宗教的信仰が容易になるというべきであ

る。
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二項では国公立学校における普通教育でも、宗教の社会的意義や、宗教的寛容を養う目的の教

育は許されると考えられている。

特定の政党を支持し、またはこれに反対するための政治教育は法律の定める学校においてすべ

て禁止され、その中には私立の学校も入るのに対して特定の宗教のための宗教教育は国立及び

公立の学校においてのみ禁止されている。

これは特定の宗教の教義が、私立学校の教育の中に取り込まれても、現実的利害の関係する政

治の場合と異なって、そのために学校教育の目的が阻害される恐れがないからである。
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第3章 何を教えるのか

次に、教育のより実質的観点から宗教教育の可能性と限界を論じる。

1、“宗教”の教科化

日本では特に1950年代前後、宗教教育について議論が活発化した。実際、1947年版の社会科

の学習指導要領の試案には中学3年生の単元として「宗教」があり、これに対応する形で、唯一

出された宗教の教科書がある。

『宗教と社会生活』

まえがき

第１章 宗教の形態とその種類

１ 宗教について考えてみよう

２ 日本にはどういう宗教があるか

３ 世界にはどんな宗教があるか

４ 宗教の中にはどんな形態があるか

第２章 宗教の歴史

１ 世界のおもな宗教はどのように発展して来たか

２ 日本では宗教はどのように発展して来たか

第３章 社会および個人に対する宗教の影響

１ 宗教団体はどんな社会的活動をしているか

２ 宗教は社会生活や文化に対してどんな影響を与えているか

第４章 宗教とわれわれの現代の生活

１ 個人の自由と人権の尊重とに対して宗教はどんな関係を持っているか

２ われわれの生活における宗教と自然科学の協同

３ 信教の自由と民主主義とはどんな関係にあるか

〈まえがき〉（一部抜粋）

めいめいの宗教的な情操を、どう深めたらよいかというような問題を取り扱うのではない。また、ある

宗教についての、よしあしを論じたり、あるいは個人の宗教的な信念を批評したりするのではない。われ

われは、ここでは、人々の社会的、文化的な発展に大きな影響を与えて来た宗教のいくつかの形態につい

て学習し、人々の宗教的な体験が、美術・音楽・劇・詩・文学などの上にどんな姿であらわれて来たかを

学ぼうとするのである。
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それまで考えられていた宗教教育の分類とは切り離された、「宗教についての一般的な知識

や文化に及ぼす影響についての学習として新たな視点を持った宗教教育」のかたちがここで示

されている。その前提として、神、仏、など「永遠絶対的なもの」としての宗教の存在があっ

たことは明らかであるが、実際の学習指導要領では宗教の記述は見られなくなる。以後、教育

の場面ではタブーであるかのように、宗教的存在を前提とせず、脱宗教化した教育が提示され

て来た。

ある意味で日本的な、分類や主観にとらわれない宗教教育の可能性があったにも関わらず、

今日まで取り入れられてきた宗教教育といえば、社会科における表面的な知識（宗教知識教育

とは言わない）や、道徳の時間における情操教育（宗教的情操教育とは言わない）に限られて

いたのである。

２、“道徳”の教科化

学習指導要領改訂（2018年度から移行措置期間、2020年度から小学校で、2021年度から中学

校で完全実施）で道徳が教科とされることとなったが、戦後、「宗教的情操教育」の可能性は

「道徳」の時間においてしばしば語られてきた。

1966年、文部科学省は中央教育審議会答申の中で、青少年の教育理念の明確化のため、主体

としての人間のあり方について「期待される人間像」を別記した。道徳教育の指導要領はこの

答申の影響を大きく受けた。その中で特に宗教的な教育とかかわりの深い項目を挙げる。
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次に、今年度からの「特別の科目 道徳」の学習指導要領のうち、特に上記の「畏敬の念」

に関わる部分を抜粋する。

小学校学習指導要領 特別の教科 道徳

中学校学習指導要領 特別の教科 道徳

「期待される人間像」において明記されていた「宗教的情操」と、「生命の根源すなわち聖

なるもの」という認識が含まれていない。ここで挙げたのは今年度からの学習指導要領である

が、この点においては戦後一貫して明記がない。「人間の力を超えたもの」は畏怖の念の対象
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ではあるが、生命の根源と同視しうる「永遠絶対的なもの」としての宗教の存在が前提とされ

ていないのが日本の道徳教育なのである。

中学校 道徳教科書『わたしたちの道徳』目次

モラルの低下や、曖昧な倫理・道徳教育の腐敗が叫ばれ、全国でいじめによる自殺が相次い

だことなどから、国は子どもたちの規範意識を高める必要があるという理由で道徳の教科化を

決定した。評価は5段階などの数値ではなく、記述式でされるが、子どもの「内心」を評価する

ことや指定の教科書を使用することに反発や戸惑いを感じる教員も少なくない。思考の統制

か、多様な思考の尊重か、議論は様々である。現場から伝わる思想教育の難しさは「宗教的情

操教育」にも通ずる問題点である。
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３、内容

では、どのような宗教的情操教育が可能なのか。現在、大学で開講されている宗教について

の講義に関連して設けられている「宗教文化士」資格から検討する。

2011年、大学教育を中心とした宗教文化教育の促進を目指す宗教文化教育推進センターが設

立され、宗教文化士制度が誕生した。日本や世界の宗教の歴史と現状について、専門の教員か

ら学んで視野を広げ、宗教への理解を深めた人に対して与えられる資格で、主な宗教の歴史的

展開や教え・実践法の特徴、文化と宗教の関わり、現代社会における宗教の役割や機能といっ

たことについて、社会の中で活かせる知識を養っていることが求められる。

資格を得るためには、まず大学において3つの到達目標に対応した科目を履修し、合計16単位

以上を取得し、その後認定試験に合格することが必要になる。

◎到達目標と対応する科目例

到達目標 対応する科目例
１ 教えや儀礼、神話を含む宗教文化

の意味について理解ができる。
➀概論的な科目
宗教学、比較宗教学、宗教社会学、宗教人類学、宗
教史学、宗教民俗学、宗教心理学、宗教現象学、宗
教哲学などに相当する科目
②宗教と文化の関わりを扱う科目
宗教と文学、宗教と芸術、宗教と美術、宗教と音楽
といった科目

２ キリスト教、イスラーム、ヒンド
ゥー教、仏教、神道などの宗教伝
統の基本的な事実について、一定
の知識を得ることができる。

①宗教史関係の科目
神道思想、神道史、仏教思想、仏教史、キリスト教
思想、キリスト教史、イスラーム思想、イスラーム
史、道教史、ユダヤ教史、ヒンドゥー教史といった
科目。
②比較宗教学、宗教社会学、宗教人類学、宗教史学
などで、具体的な宗教の事例を扱っている科目

３ 現代人が直面する諸問題における
宗教の役割について、公共の場で
通用する見方ができる。

現代宗教論、政治と宗教、宗教と社会、宗教と経
済、宗教と倫理、宗教とジェンダー、死生学といっ
た科目

この宗教文化教育は、一般的な三分類とは別に独自に設定している教育の体系であるが、現

在の制度上、この「宗教文化士」資格保有者が教師となりうるとすれば、到達目標は提案する

義務教育における「宗教的情操教育」と共有しうる。
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第4章 参考

１、日本人の宗教意識

       日本人の宗教意識

（ピューリサーチセンター、2012年）※調査によって諸説あり

（文化庁、宗教年鑑、2016年「我が国の信者数」）

在日外国人の宗教分布等を含めた正確な信者数の統計はなく、また、文化庁の統計の不整合

さは明らかである。これも日本の宗教意識を著す一つの現象であるといえる。
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（國學院大學日本文化研究所、「第12回学生宗教意識調査」、2015年）
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２、私立学校の現状

現状、宗教団体を母体とする私立学校では宗教教育が認められている。宗教系学校の分布は

以下の通りである。

0Bキリスト教系 1B一般にプロテスタント校のほうが日曜日に教会に行くことが奨励され

る、毎朝礼拝がある、週1回「聖書」の時間がある、学校行事に数多くの

宗教行事があるなど、教育における宗教色は強いとされる。カトリック

校は「道徳」「倫理」の時間はあっても「聖書」の時間はない為、時間

割を見ればプロテスタント校かカトリック校かわかる。

2B仏教系 3B教育理念でもそれとわかるものを掲げていない学校も多いが、なかには

人間教育の一貫として積極的に宗教教育を行っている学校もある。例え

ば芝中学校は、元々江戸時代に増上寺内に僧侶養成のために創られた学

校で、今でも人間教育の根幹に法然上人の共生（ともいき）の精神を据

えている。生徒は、年に何回か隣接する増上寺に出向いて参拝をした

り、法話を聞いたりするなかで、豊かな心をはぐくんでいく。
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３、戦前宗教教育史

a)教育勅語

戦前日本の道徳教育は教育勅語を中心になされた。

【参考】

朕惟フニ我カ皇祖皇宗國ヲ肇ムルコト宏遠ニ德ヲ樹ツルコト深厚ナリ我カ臣民克ク忠ニ克ク孝

ニ億兆心ヲ一ニシテ世世厥ノ美ヲ濟セルハ此レ我カ國體ノ精華ニシテ敎育ノ淵源亦實ニ此ニ存

ス爾臣民父母ニ孝ニ兄弟ニ友ニ夫婦相和シ朋友相信シ恭儉己レヲ持シ博愛衆ニ及ホシ學ヲ修メ

業ヲ習ヒ以テ智能ヲ啓發シ德器ヲ成就シ進テ公益ヲ廣メ世務ヲ開キ常ニ國憲ヲ重シ國法ニ遵ヒ

一旦緩急アレハ義勇公ニ奉シ以テ天壤無窮ノ皇運ヲ扶翼スヘシ是ノ如キハ獨リ朕カ忠良ノ臣民

タルノミナラス又以テ爾祖先ノ遺風ヲ顯彰スルニ足ラン

斯ノ道ハ實ニ我カ皇祖皇宗ノ遺訓ニシテ子孫臣民ノ倶ニ遵守スヘキ所之ヲ古今ニ通シテ謬ラス

之ヲ中外ニ施シテ悖ラス朕爾臣民ト倶ニ拳々服膺シテ咸其德ヲ一ニセンコトヲ庶幾フ

明治二十三年十月三十日

御名御璽

戦後、初期のGHQ の教育勅語改訂構想もあり、教育勅語の廃止は元々決定されていたものでは

なかったが、その後GHQは、廃止の方針を決めた。

また、教育基本法の起案者の一人で後に最高裁判所長官を務める田中耕太郎も、教育基本法で

は教育精神的な規定を設けずに、教育勅語を初めとする文書類との棲み分けを図ろうとしてい

4B神道系 5B皇学館中学校は教育勅語を暗唱させることで知られ、校内では勅語が渙

発された10月30日を「父母の日」として定め、生徒は同日に勅語の謹書

や作文を同日までに学校側に提出するなど行っている。また、生徒が書

いた勅語の謹書は生徒会長や校長等が代表として、熱田神宮まで奉納す

ることも恒例となっている。中高共に、毎年6月の月次祭の折には伊勢神

宮へ参拝する。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8B%85%E8%AA%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/10%E6%9C%8830%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%9C%E6%96%87
https://ja.wikipedia.org/wiki/6%E6%9C%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%88%E6%AC%A1%E7%A5%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%8A%E5%8B%A2%E7%A5%9E%E5%AE%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%8A%E5%8B%A2%E7%A5%9E%E5%AE%AE
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た時期もあるが、後に田中は、自己の著書の中で、教育基本法が教育勅語の代わりとなったこ

とを記した。

b)その他の戦前宗教教育史

江戸時代、教育は多く寺子屋でなされていた。

すなわち教育と宗教は一体となってなされたものであった。

しかし明治三十二年八月文部省令第十二號

（「一般の教育をして宗教の外に特立せしむるは学政上最必要とす。（後略）」(筆者現代語に

変換)）

によって教学分離が宣言された。

これに対し教育現場に宗教教育を取り入れる声があがり

昭和十年

宗教教育に関する以下の文部次官通牒が出された。

「（前略）学校に於いて宗派的教育を施すことは絶対にこれを許さざるも人格の陶冶(とうや)に

資する為学校教育を通じて宗教的情操の涵養(かんよう)を図るは極めて必要なり（後略）」

と人格形成における宗教教育の必要性を認めた。

尚、この文言には但し書きがあり

教育勅語に反しないものと限定されている。

その後については

戦争が激化するにつれて

教育勅語が神聖化されるようになった。

４，海外における宗教教育について

フランス

ライシテの原則（政教分離の原則）に基づき行われ、宗教教育そのものも授業時間外にのみ実

施可能であるということが法で定められている。
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十字架の置かれている私立学校ではバカロレア試験（フランスのセンター試験）等公的試験を

行わないなど、ライシテはかなり厳格である。

教育課程においては、宗教的に中立な教育が行われる。校外学習を促進するために日曜日以外

に毎週１日を休校と定めるなど、原則の範囲内での宗教教育システムが行われる。

ただし、厳格すぎるがゆえに公立学校では生徒や教師のヒジャブ身に着けを禁止し、さらに

宗教的事由による授業欠席も認められていない。

インドネシア

国民の9割がイスラム教を信仰する。その他カトリック、プロテスタント、ヒンドゥー教、仏

教、儒教の全6つの宗教を公認する多宗教国家である。

学校の種類としては、一般学校の「スコラ」と、宗教学校の「マドラサ」に分けられる。しか

しどちらの学校においても、宗教教育は必修である。神の教えを学び、現代に生かすためだ。

インドネシアでは、人口の9割を占めるイスラム教の聖典コーランの暗唱がプログラムとして取

り入れられている。しかしながら、キリスト教を信仰する者に関しては、キリスト教に関する

プログラムのみを導入しており、宗教ごとに異なるカリキュラムが実施されている。

米国

宗教の中立性が憲法で定められており、公立学校での宗教教育が禁じられている。そのため敬

虔な一部のキリスト教徒は、自ら私立学校を立ち上げるなどしている。

カリキュラムに関しては、進化論にかかわる問題が取り上げられることがしばしばある。

創造説（神は万物をお創りになった）と進化論（ダーウィン提唱。現在の主流）との対立が根

強く存在する。
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議論の記録

反対

知識教育のほうがいい

情操教育→無宗教の人の逃げ場が無くなってしまう

道徳の教科化→生徒が議論を通して答えを見つける

→画一的な考えに？

①小中学生に概念を教育をすることが難しそう

②なぜという部分を宗教的考えに基づいて考えてしまうから疑問を消し、特定の価値観の押し

付けになるのではないか

思想が形成されてない状況で落とし込まれてしまったら画一的な考えになる

宗教ごとに神への認識違う→情操教育の内容が定まらない？

宗教知識教育ならオーケー

異文化理解もできる→宗教的情操教育は知識教育を通してでよい

知識教育のほうが絶対いい

それまでの成り立ちを踏まえず教育はすべきではない。

教えがこうだから→それは退屈

反対ではあるが、知識＋道徳（情操）ならオッケー

宗教に触れるチャンスを与えるという意味ではいい。

道徳の根拠として使うと今まで学んできた道徳の根拠が宗教になってしまうから

Ｑ．宗教知識教育を義務づけるべきか

賛成

無宗教も選択肢の一つとしてオッケーだが好きでなったわけではない

知識を得た上で無宗教という選択肢を選べるようになればいいと思う
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中学校ではいくつもの宗教を学ぶ機会があるべきだ

知識を得た上で選べるように共感できるようになればいい

自分の宗教以外について知っておけばグローバル化に対応できる

多様化していく中で知識を得るのはいい。宗教に限らず性別などに関する多様性へのちしきは

必要

キリスト教の子への影のいじめがあった。→理解不足

イスラム過激派によるムスリムへの偏見を緩和させる

無宗教だからといって無知であってはいけない。

知識→情操教育

道徳と宗教は別だったらオッケー。知識としての宗教の知識なら

反対する理由がない

宗教的知識教育を受けてても意味がわからない。情操教育があれば視野が広がるのでは？

皆と一緒であれというのはおかしい

異文化理解を促進できるんではないか？でもすでに信じてる人に対し強いるのはかわいそうだ

から選択制にすべき

反対意見

新興宗教などの考えも落とし込んでしまうと過激思想を招く危険がある

知識教育にするのであれば意味がないのでは？→道徳の中で宗教知識を教えればより理解でき

るのでは？

宗教を教科として学ぶ必要性を感じない。価値を置きすぎて無宗教の人の場所がなくなる。

誤解を解くためなら宗教としての科目認定は大げさ。
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社会科など選択科目でよい

宗教を学ばない自由があるのでは？

義務教育にする必要はないよ

Ｑ．道徳を学ばない自由もあるのでは？

→→宗教に対する偏見を持ってる人のが偏見を持たれやすいんじゃないの？

もう信じてる人に対し普遍的な教育をするのはおかしい

道徳などで倫理的価値観は学べばいいので厳格にすべきでない

全て宗教を網羅するのではなく多様性の一環として宗教を教えるべき

(作成、田村）
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